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ゲノム編集技術：ZFN、TALEN、CRISPR/Cas9を利⽤することで、マウスだけでな
く、ラット、ウサギ、ブタ、サルなどの実験動物でも遺伝⼦改変が可能となった。
CRISPR/Cas9は、短期間、低コスト、⾼効率にノックアウト動物が作製できること
から、その利⽤が広まっている。我々は、CRISPR/Cas9と⼀本鎖DNAを利⽤するこ
とで、SNP置換、数⼗塩基挿⼊、数kb⽋失などのノックインに成功した(Yoshimi et 
al. Nat Commun 2014)。さらに、我々が開発した2H2OP法により、GFPレポーター
遺伝⼦や⼤きなサイズのゲノム領域のノックインに成功している(Yoshimi et al. Nat 
Commun 2016)。近年、⻑鎖⼀本鎖DNA（lssDNA）とエレクトロポレーション法を
組合わせることで、コンディショナルノックアウトの超簡単作製法CLICKを開発し
た(Miyasaka et al. BMC Genomics 2018)。我々は、これまでCRISPR/Cas9を利⽤し
て様々な疾患モデルマウス・ラットを作製している。本セミナーでは、これらゲノ
ム編集技術の使い⽅、ゲノム編集により作製されたʻヒト化動物ʼについて紹介したい。
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